
令和４年７月 13 日 

 

各高齢者施設・住まい 

各介護保険事業所 

 

             神奈川県福祉子どもみらい局福祉部高齢福祉課長 

 

 

感染防止対策の推進等について（通知） 

 

 本県の新型コロナウイルス感染症対策の推進につきましては、日頃格別の御

理解、御協力いただき、厚く御礼申し上げます。 

本日、県は、中等症・軽症の入院患者に増加傾向が見られることを踏まえ、別

添のとおり中等症・軽症の病床確保フェーズを「１」から「３」に引き上げまし

た。なお、重症患者は増加傾向が見られないことから、重症のフェーズは「１」

のままとしています。 

また、病床確保フェーズの引き上げに連動して、感染状況や医療逼迫状況を示

すレベルを「１」から「２」に引き上げました。 

 

高齢者施設等におかれましては、引き続き、【別紙】のとおり、感染防止対策

の徹底及びサービス提供の継続をお願いします。 

 

皆様のご理解、ご協力をお願いします。 

 

別添 

 １ 病床確保フェーズ・レベルの引上げについて 

 ２ 無料検査事業における一般検査事業の再開について 

 

 

 

問合せ先  

電話 (045)210-1111（代表） 

福祉施設グループ    （内線 4855） 

         保健・居住施設グループ （内線 4857） 

在宅サービスグループ  （内線 4824） 

 

 

 

 

 

管理者様 



【別紙】 
社会福祉施設等が提供する各種サービスは、利用者の方々やその家族の生活

を継続する上で欠かせないものであり、利用者に対して必要なサービスが継続

的に提供されることが重要であることから、改めて、感染防止対策の徹底を継続

いただき、引き続き、特に次の点にご留意いただきながら対応くださるようお願

いします。 

 

１ サービス提供の継続 

○  施設サービス・在宅サービスともに、感染防止対策を徹底の上、必要な

サービスが提供されるよう、サービスを継続すること。 

○  在宅サービスにおいて、職員が自宅待機になる等、事業の継続が難しい

場合には、ケアマネジャーや市町村と協力し、代替サービスを調整するこ

と。 

 

２ 感染防止対策の徹底 

○  陽性確認された入所者への対応などについて案内するため、県高齢福祉

課と医療危機対策本部室とで連携し作成した「高齢者福祉施設における対

応の手引き」や、令和４年７月 11 日付け通知「『神奈川県新型コロナウイ

ルス感染対策指針 医療・福祉編』について」を踏まえ、日頃からの感染

防止対策や入所者に感染者が発生した際の具体的な手順や優先順位を確認

し、いざという時に迅速かつ適切に対応できるよう、事前の準備を行うこ

と。 

○  感染の疑いを早期に把握するため、毎日の検温、食事等の際における体

調の確認を行うこと等により、日頃から利用者の健康の状態や変化の有無

等に留意すること。 

【対応の手引き掲載ページ】 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/u6s/covid19/index.html#guide 

【「神奈川県新型コロナウイルス感染対策指針 医療・福祉編」について（通

知）掲載ページ】 

https://www.rakuraku.or.jp/kaigo2/60/lib-list.asp?id=1039&topid=22 

 

３ 感染疑い・感染発生時の連絡の徹底 

○   感染が疑われる者が発生した場合は、個室隔離等の対応を行い、協力医

療機関や地域で身近な医療機関、受診・相談センター等に電話連絡し、指

示を受けること。 

○  当該施設内での情報共有を行うとともに、指定権者への報告を行うこと。

また、当該利用者の家族等に報告を行うこと。 

（ 指定権者への速やかな報告により、必要に応じて、緊急的な衛生用品の

支援、サービス継続支援につながります。） 



○  感染者が一人でも発生した場合には、令和３年３月１日付事務連絡「施

設・事業所における新型コロナウイルス感染症に係る報告について」に基

づき、施設の情報及び陽性者数等を日次報告 web フォームに入力いただき、

日々の状況を報告すること。（横浜市・川崎市・横須賀市に所在する事業所・

施設を除く） 

県医療危機対策本部室、保健所、県高齢福祉課等が連携して支援します。

（感染拡大防止指導、集中検査の実施、職員応援調整や衛生用品の支援） 

【日次報告 web フォーム入力マニュアル掲載場所】 

 https://www.pref.kanagawa.jp/docs/u6s/covid19/index.html 

 

○  感染者や濃厚接触者が発生した場合、介護サービスを継続して提供でき

るよう、通常時には想定されないかかり増し経費を支援します。 

 

 

 


